
主な内容
可決された案件 ………… 2面
議会日誌………………… 2面
予算審査から…………… 3面
一般質問………………4～6面
委員会の審査…………… 7面
議会の動き……………… 8面
特別委員会活動………… 8面

　

平
成
25
年
第
１
回
定
例

会
は
、
２
月
26
日
か
ら
３

月
26
日
ま
で
会
期
29
日
間

で
開
催
さ
れ
、
18
人
の
議

員
に
よ
る
一
般
質
問
を
行

っ
た
後
、
条
例
の
制
定
・

一
部
改
正
、
補
正
予
算
、

各
会
計
予
算
な
ど
市
長
提

出
議
案
33
件
、
委
員
会
提

出
議
案
３
件
、
陳
情
な
ど

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

▼
１
日
目
（
26
日
）
は
、
一

般
質
問
の
通
告
人
数
や
通
告

時
間
、
議
案
を
付
託
す
る
委

員
会
の
開
催
日
等
を
考
慮
し

て
、
定
例
会
の
会
期
を
29
日

間
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
新
年
度
へ
向
け

て
市
長
の
施
政
方
針
、
教
育

委
員
会
委
員
長
か
ら
教
育
委

員
会
の
基
本
的
な
考
え
方
が

述
べ
ら
れ
、
そ
の
後
、
委
員

会
提
出
議
案
２
件
と
市
長
提

出
議
案
１
件
を
慎
重
審
議
の

上
、
即
決
で
可
決
し
た
後
、

６
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

▼
２
日
目
（
27
日
）
は
、
７

人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

▼
３
日
目
（
28
日
）
は
、
５

人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行

い
、
18
人
の
議
員
の
一
般
質

問
を
終
了
し
ま
し
た
。

▼
４
日
目
（
１
日
）
は
、
横

田
基
地
対
策
特
別
委
員
会
の

付
議
事
件
の
変
更
を
行
い
、

続
い
て
、
市
長
か
ら
提
出
さ

れ
た
議
案
の
提
案
理
由
の
説

明
後
、
所
管
の
委
員
会
に
付

託
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
補

正
予
算
関
連
の
議
案
２
件
に

つ
い
て
は
、
慎
重
審
議
の

上
、
即
決
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
「
平
成
25
年
度

福
生
市
一
般
会
計
予
算
」

は
、
19
人
の
委
員
を
も
っ
て

構
成
す
る
福
生
市
一
般
会
計

予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
審
査
す
る
こ
と
に
決

ま
り
ま
し
た
。

▼
５
日
目
（
26
日
）
は
、
最

終
日
で
、
委
員
会
へ
付
託
さ

れ
た
議
案
30
件
を
可
決
し
、

新
た
に
委
員
会
提
出
議
案
１

件
を
慎
重
審
議
の
上
、
即
決

で
可
決
し
、
ま
た
、
新
た
に

提
出
さ
れ
た
陳
情
書
の
３
件

に
つ
い
て
は
、
委
員
会
に
お

い
て
結
論
が
出
さ
れ
、
委
員

長
よ
り
報
告
の
後
、
採
決
の

結
果
、
１
件
は
採
択
、
２
件

は
継
続
審
査
と
な
り
、
今
定

例
会
を
終
了
し
ま
し
た
。
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陳　情

平成2５年平成2５年
第１回定例会回定例会
平成25年平成25年
第１回定例会回定例会第１回定例会
平成2５年

本
会
議
の
経
過

て
市
長
の
施
政
方
針
、
教
育

委
員
会
委
員
長
か
ら
教
育
委

員
会
の
基
本
的
な
考
え
方
が

▼
２
日
目
（
27
日
）
は
、
７

人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

田
基
地
対
策
特
別
委
員
会
の

付
議
事
件
の
変
更
を
行
い
、

続
い
て
、
市
長
か
ら
提
出
さ

本
会
本
会
議
の

本
会
議
の
経
過
経
過
経
過

平
成
25
年
度
予
算
を
可
決

  

一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
３
４
６
億
９
千
６
百
万
円

平
成
25
年
度
予
算
を
可
決

  

一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
３
４
６
億
９
千
６
百
万
円　東京都住宅供給公社は、平成22年10月から一方的に家

賃値上げを実施し、その後の家賃については、前家賃の
据え置き、もしくは若干の引き下げが行われた。
しかし、東京都住宅供給公社は３年ごとの取り決めとし
て、平成25年には再度値上げを含む改定を実施しようと
している。
　現在の住民の生活実態について、東京都住宅供給公社
自治会協議会が実施したアンケート調査によれば、３年
前と比較して世帯の年間収入は24万円減少し、平均282
万円を割り込んでいる。「生活が苦しくなった」との回
答は71％を占め、65歳以上の高齢者の60％以上の住民が
切り詰めた生活を余儀なくされている実態が浮かび上が
ってくる。
　家賃値上げの法的根拠である地方住宅供給公社法施行
規則第16条は、単に近傍同種の住宅の家賃に引き上げる
というものではなく、このアンケート調査で住民の実態
が示されたように、住民の意向を十分に反映させること
が必要との意味であると考える。
　また、公営住宅における定期借家制度についても、平
成12年２月の政府見解で、公営住宅は、住宅に困窮する

低所得者のために賃貸する住宅であり、特段の事由がな
い限り、居住が継続することを前提とした制度として成
り立っているとしており、定期借家制度はなじまないこ
とから見直しが必要と考えるものである。
　さらには、少子高齢社会の時代の要請に応えられるよ
う、子育て世代や高齢者世帯が、安心して住める「安く
て良質で誰でも入居できる公共賃貸住宅」の建設の推進
が望まれる。
　よって、福生市議会は、東京都及び東京都住宅供給公
社に対し、次のような措置を講ずるよう強く要望する。
１　平成25年以降の家賃改定には、住民の意向を十分反
映させること。
２　公営住宅における「定期借家制度」を見直すこと。
３　現下の住宅事情を改善する「安くて良質で誰でもが
入居できる公共賃貸住宅」の建設を推進すること。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出す
る。

【提出先　東京都知事、東京都住宅供給公社理事長】

委員会提出議案第３号　東京都住宅供給公社の家賃値上げ反対等に関する意見書

　今定例会の各委員会
で審査され、採択とな
った陳情は次のとおり
です。

◆採 択
○東京都住宅供給公社
の家賃改定と定期借家制
度の見直し並びに安心の
公共賃貸住宅の建設に
関する陳情書（第25‒1号）

「たっけー☆☆」が手作りの花びらとハイタッチでお見送り
みんなの願いが、かないますように☆☆



平成25年4月25日　　福生市議会だより　　No.187　 ⑵

◎全員賛成　▽賛成多数

可決された案件れ可決決されさ 案件た案れたされたれたされれ決されさされたれれ可決さ可決 た案れたたた案た案されれ
（要旨）（（要旨）要旨

可決された案件
（要旨）

◎
福
生
市
議
会
会
議
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

本
会
議
で
公
聴
会
の
開
催
、

参
考
人
の
招
致
が
で
き
る
よ

う
定
め
る
も
の
。

◎
福
生
市
議
会
委
員
会
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

常
任
委
員
の
所
属
に
関
す

る
事
項
、
特
別
委
員
の
在
任

期
間
規
定
を
追
加
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
議
会
政
務
調
査
費

の
交
付
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

政
務
調
査
費
の
名
称
を
政

務
活
動
費
に
改
め
、
使
途
の

透
明
性
確
保
の
た
め
経
費
の

範
囲
を
条
例
に
定
め
る
も
の
。

◎
福
生
市
行
政
手
続
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

す
み
れ
保
育
園
の
民
営
化

に
伴
い
、
保
育
所
に
関
係
す

る
規
定
を
削
除
す
る
も
の
。

▽
福
生
市
公
の
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定
の
手
続
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

民
間
事
業
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
等
も
公
募
に
よ
ら
な
い
候

補
者
と
し
て
選
定
で
き
る
よ

う
定
め
る
も
の
。

◎
福
生
市
非
常
勤
の
特
別
職

の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

一
般
事
務
嘱
託
員
、
学
校

事
務
嘱
託
員
及
び
図
書
館
嘱

託
員
の
報
酬
額
を
改
定
す
る

も
の
。

◎
福
生
市
長
等
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

◎
福
生
市
教
育
委
員
会
教
育

長
の
給
与
及
び
旅
費
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

一
般
職
員
と
同
様
に
通
勤

手
当
を
支
給
で
き
る
よ
う
整

備
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
の
一
般
職
の
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

管
理
職
の
給
料
月
額
、
期

末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
の
支

給
割
合
を
改
定
し
、
管
理
職

手
当
を
定
額
化
並
び
に
扶
養

手
当
の
支
給
対
象
者
か
ら
部

長
級
職
員
を
除
外
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
行
政
財
産
使
用
料

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

公
共
施
設
で
の
自
動
販
売

機
の
設
置
に
係
る
使
用
料
の

規
定
を
追
加
し
、
売
上
金
額

に
対
し
付
加
使
用
料
を
徴
収

す
る
も
の
。

◎
福
生
市
体
育
施
設
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理

に
関
す
る
規
定
の
整
備
及
び

市
営
競
技
場
、
市
営
武
蔵
野

台
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
開
場
時

間
の
延
長
を
定
め
る
も
の
。

◎
福
生
市
駅
前
駐
車
施
設
の

設
置
及
び
使
用
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

牛
浜
駅
西
口
タ
ク
シ
ー
駐

車
場
を
追
加
す
る
も
の
。

◎
障
害
者
自
立
支
援
法
等
の

一
部
改
正
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
理
に
関
す
る
条
例

　

引
用
す
る
法
律
等
の
名
称

を
改
め
関
係
す
る
三
条
例
を

改
正
す
る
も
の
。

◎
平
成
24
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
１

６
４
万
２
千
円
を
追
加
す
る

も
の
。

◎
平
成
24
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

一
般
会
計
予
備
費
か
ら
国

保
特
別
会
計
繰
出
金
へ
の
１

千
６
百
万
円
の
補
正
で
、
総

額
に
変
更
は
な
い
も
の
。

▽
平
成
24
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億

３
７
８
５
万
５
千
円
を
追
加

す
る
も
の
。

▽
平
成
24
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
４

７
８
万
２
千
円
を
追
加
す
る

も
の
。

◎
平
成
24
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
千

２
百
万
円
を
追
加
す
る
も
の
。

◎
平
成
24
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
９

９
５
万
３
千
円
を
追
加
す
る

も
の
。

　

以
下
は
、
地
域
主
権
改
革

一
括
法
に
よ
り
制
定
及
び
改

正
す
る
も
の
で
す
。

◎
福
生
市
廃
棄
物
の
処
理
及

び
再
利
用
の
促
進
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
に

置
く
技
術
管
理
者
の
資
格
を

定
め
る
も
の
。

◎
福
生
市
都
市
公
園
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

都
市
公
園
及
び
公
園
施
設

の
設
置
に
関
す
る
基
準
を
定

め
、
用
語
を
整
理
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
営
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

市
営
住
宅
の
整
備
基
準
、

入
居
者
資
格
に
係
る
収
入
基

準
等
を
定
め
る
と
と
も
に
戸

数
の
変
更
を
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
下
水
道
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

公
共
下
水
道
の
構
造
の
技

術
上
の
基
準
等
を
定
め
る
と

と
も
に
下
水
の
水
質
基
準
の

追
加
等
を
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例

　

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
も
の
。

◎
福
生
市
指
定
地
域
密
着
型

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並

び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護

予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支

援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例

　

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
も
の
。

◎
福
生
市
工
場
立
地
法
地
域

準
則
条
例

　

工
場
を
立
地
す
る
場
合
の

敷
地
面
積
に
対
す
る
緑
地
及

び
環
境
施
設
の
面
積
の
割
合

に
つ
い
て
、
適
用
す
べ
き
地

域
準
則
を
定
め
る
も
の
。

◎
福
生
市
市
道
に
お
け
る
移

動
等
円
滑
化
の
基
準
に
関
す

る
条
例

　

高
齢
者
・
障
害
者
等
の
移

動
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
も
の
。

◎
福
生
市
市
道
に
お
け
る
道

路
構
造
の
技
術
的
基
準
に
関

す
る
条
例

　

道
路
構
造
の
技
術
的
基
準

を
定
め
る
も
の
。

◎
福
生
市
市
道
に
お
け
る
道

路
標
識
の
寸
法
に
関
す
る
条

例
　

道
路
標
識
の
寸
法
を
定
め

る
も
の
。

◎
福
生
市
都
市
公
園
に
お
け

る
移
動
等
円
滑
化
の
基
準
に

関
す
る
条
例

　

都
市
公
園
に
お
け
る
特
定

公
園
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
等
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
も
の
。

討
論

●
平
成
25
年
度
福
生
市
一
般
会

計
予
算

■
反
対

　

横
田
基
地
が
返
還
さ
れ
た
場

合
の
跡
地
の
有
効
活
用
で
福
生

市
の
豊
か
な
未
来
を
開
く
方
向

に
政
策
転
換
す
る
考
え
も
な
く
、

基
地
の
存
在
は
動
か
し
が
た
い

と
い
う
立
場
か
ら
出
よ
う
と
し

な
い
。国
民
健
康
保
険
税
を
大

幅
に
引
き
上
げ
る一方
、駅
前
自

転
車
駐
輪
場
や
学
校
給
食
の
無

料
化
は
せ
ず
、商
店
振
興
策
の

予
算
配
分
も
不
十
分
で
あ
る

等
の
問
題
が
含
ま
れ
た
予
算
で

あ
り
、反
対
す
る
。

■
賛
成

　

人
口
減
少
対
策
や
子
育
て
世

代
の
定
住
化
対
策
に
本
気
で
取

り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、地
域
防
災

計
画
の
改
定
及
び
防
災
マッ
プ
、

洪
水
等
ハ
ザ
ー
ド
マッ
プ
の
作
成

な
ど
、安
全・安
心
の
た
め
の
取

り
組
み
を
し
て
お
り
、昨
今
の
い

じ
め
問
題
、体
罰
問
題
に
対
し

て
も
し
っ
か
り
と
対
策
を
行
って

い
る
。市
民
の
暮
ら
し
を
第
一に

考
え
た
予
算
で
あ
り
、賛
成
す

る
。

■
賛
成

　

市
税
等
の
自
主
財
源
が
乏
し

い
中
で
も
多
額
な
財
政
需
要
を

見
込
む
必
要
が
あ
る
が
、経
常

経
費
削
減
を
基
本
と
し
つ
つ
も

予
算
削
減
に
偏
ら
ず
、認
可
保

育
園
の
延
長
保
育
事
業
の
実
施

や
、福
東
地
区
の
雨
水
幹
線
整

備
の
前
倒
し
に
よ
る
実
施
な
ど
、

ソ
フ
ト・ハ
ー
ド
の
両
面
か
ら
重

要
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
と

向
上
に
資
す
る
予
算
と
な
っ
て

お
り
、賛
成
す
る
。

■
賛
成

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、収

納
体
制
の
強
化
や
安
全
・
安
心

に
対
す
る
取
り
組
み
は
評
価
で

き
る
。次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
教
育
が
何
よ
り
大
切
で
あ

り
、特
に
地
域
の
公
立
学
校
の

価
値
を
見
直
し
、子
ど
も
た
ち

が
誇
り
を
持
て
る
学
校
に
し
、

公
立
学
校
と
し
て
の
特
色
を
さ

ら
に
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
を
要
望
し
、賛
成
す
る
。

■
賛
成

　

学
校
図
書
室
へ
司
書
の
配
置

に
よ
り
子
ど
も
た
ち
の
図
書
環

境
の
充
実
や
、小
中
学
校
の
児

童
生
徒
用
の
災
害
時
備
蓄
品

を
整
備
す
る
な
ど
防
災
面
で
の

強
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。全
て
の

年
代
の
人
が
心
豊
か
に
そ
の
人

ら
し
い
人
生
を
送
り
、多
様
性

を
認
め
合
え
る
力
強
い
市
民
社

会
が
豊
か
に
育
ま
れ
る
た
め
に

平
成
25
年
度
予
算
が
有
効
に

使
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、賛

成
す
る
。

・
次
の
議
案
に
対
し
反
対
討

論・賛
成
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

●
平
成
25
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

・
次
の
議
案
に
対
し
反
対
討
論

が
あ
り
ま
し
た
。

●
福
生
市
公
の
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定
の
手
続
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

●
平
成
24
年
度
福
生
市
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
５
号
）

●
平
成
24
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
４
号
）

▼
１
月

11
日　

東
京
都
市
監
査
委
員
会
監
査
委

員
研
修

17
日　

定
期
監
査

18
日　

財
政
援
助
団
体
等
監
査

21
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

第
３
次
議
会
改
革
検
討
協
議
会

22
日　

西
多
摩
地
区
議
長
会
賀
詞
交
歓

会

　
　
　

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建
設

促
進
協
議
会
第
３
委
員
会

23
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
正
副
会
長
・
監
事
・
相
談
役

会
議

　
　
　

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
・
基
地
関
係
国
会
議
員
と
の

要
望
懇
談
会

　
　
　

三
多
摩
地
区
消
防
運
営
協
議
会

役
員
会

　
　
　

三
多
摩
地
区
消
防
運
営
協
議
会

第
２
部
会

25
日　

例
月
出
納
検
査

29
日　

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建
設

促
進
協
議
会
第
２
委
員
会

　
　
　

和
歌
山
県
有
田
市
視
察
来
市

▼
２
月

５
日　

市
議
会
議
員
共
済
会
代
議
員
会

　
　
　

東
京
都
市
監
査
委
員
会
役
員
会

　
　
　

京
都
府
京
丹
後
市
視
察
来
市

　
　
　

瑞
穂
斎
場
組
合
議
会
定
例
会

７
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
総
会

　
　
　

東
京
都
市
議
会
議
長
会
議
長
研

修
会

12
日　

東
京
都
市
議
会
議
長
会
議
員
研

修
会

18
日　

東
京
都
市
議
会
議
長
会
定
例
総

会

19
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

西
多
摩
衛
生
組
合
議
会
議
員
全

員
協
議
会
・
定
例
会

20
日　

西
多
摩
地
域
広
域
行
政
圏
協
議

会
審
議
会

21
日　

福
生
病
院
組
合
議
会
定
例
会

22
日　

東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環
組
合

議
会
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
会
議
・

定
例
会

　
　
　

例
月
出
納
検
査

26
日　

第
１
回
定
例
会
１
日
目

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

27
日　

第
１
回
定
例
会
２
日
目

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

28
日　

第
１
回
定
例
会
３
日
目

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

▼
３
月

１
日　

第
１
回
定
例
会
４
日
目

　
　
　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　

全
員
協
議
会

５
日　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

６
日　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

７
日　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

８
日　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

12
日   

建
設
環
境
委
員
会

13
日　

市
民
厚
生
委
員
会

14
日　

総
務
文
教
委
員
会

15
日　

建
設
環
境
委
員
会

　
　
　

横
田
基
地
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
特
別

委
員
会

18
日　

総
務
文
教
委
員
会
協
議
会

　
　
　

第
３
次
議
会
改
革
検
討
協
議
会

22
日　

議
会
運
営
委
員
会

26
日　

第
１
回
定
例
会
５
日
目

　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

28
日　

例
月
出
納
検
査

「
議
会
日
誌
」

▲指定管理となる市営プール
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問　

平
成
25
年
度
予
算
の
特

徴
的
な
点
、
例
年
と
異
な
る

点
は
。

答　

予
算
規
模
は
、
牛
浜
駅

自
由
通
路
整
備
事
業
な
ど
の

大
規
模
事
業
の
終
了
に
伴
い
、

前
年
度
比
で
３
億
４
千
７
百

万
円
、１
・
６
％
の
減
と
な
っ

て
い
る
。
特
徴
的
な
点
と
し

て
は
、
地
域
防
災
計
画
の
改

定
や
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
、

小
中
学
校
に
お
け
る
災
害
時

の
帰
宅
困
難
者
の
対
策
と
し

て
の
災
害
時
備
蓄
品
の
整
備

や
学
校
体
育
館
の
非
構
造
部

材
の
調
査
な
ど
、
市
民
の
安

全
安
心
を
守
る
取
り
組
み
を

が
可
能
と
な
る
な
ど
納
税
者

の
利
便
性
が
高
ま
っ
た
が
、

コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
付
の
利
用

率
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

コ
ン
ビ
ニ
収
納
は
平
成

23
年
度
か
ら
開
始
し
た
が
、

利
用
率
は
大
変
好
調
で
、
直

近
の
平
成
25
年
１
月
末
の
実

績
で
、
市
税
で
は
、
納
付
書

利
用
者
の
う
ち
、
31
・
９
％

の
方
に
利
用
い
た
だ
い
て
い

る
。
特
に
軽
自
動
車
税
で
は

60
・
９
％
と
い
う
高
い
利
用

率
と
な
っ
て
お
り
、
非
常
に

好
評
で
あ
る
。

問　

臨
時
財
政
対
策
債
を
ど

う
活
用
す
る
か
は
、
ど
の
自

治
体
に
と
っ
て
も
大
き
な
政

策
的
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
が
、

福
生
市
と
し
て
、
公
債
費
比

率
と
の
関
連
で
、
ど
の
程
度

が
臨
時
財
政
対
策
債
の
占
め

る
割
合
と
し
て
適
切
と
考
え

る
か
。

答　

福
生
市
は
３
・
２
％
だ

が
、
ど
の
程
度
が
適
切
か
に

つ
い
て
は
、
低
け
れ
ば
低
い

ほ
ど
よ
い
と
考
え
る
。
あ
く

ま
で
も
こ
れ
は
一
般
財
源
の

不
足
を
補
う
た
め
の
借
金
で

あ
り
、
限
度
額
い
っ
ぱ
い
に

借
り
て
使
う
と
い
う
考
え
は

な
い
。
切
り
詰
め
て
や
り
く

り
し
、
ど
う
し
て
も
足
り
な

く
な
っ
た
一
般
財
源
を
補
う

と
い
う
形
で
、
で
き
る
だ
け

後
年
度
に
負
担
を
か
け
な
い

財
政
運
営
が
必
要
で
あ
る
。

問　

携
帯
電
話
情
報
提
供

一
般
会
計
予
算
の
審
査
か
ら

実
施
す
る
。
子
育
て
関
連
で

は
、
保
育
所
の
延
長
保
育
や

一
時
保
育
な
ど
を
充
実
し
、

保
護
者
の
子
育
て
と
仕
事
の

両
立
を
支
援
す
る
ほ
か
「
赤

ち
ゃ
ん
は
じ
め
て
の
絵
本
事

業
」
な
ど
「
子
育
て
す
る
な

ら
福
生
」
を
積
極
的
に
進
め

る
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
。
ま

た
、
市
税
の
収
納
で
は
、
収

納
対
策
の
重
点
を
訪
問
徴
収

か
ら
差
し
押
さ
え
に
移
行
し
、

滞
納
整
理
事
務
を
一
層
強
化

し
て
い
く
。

問　

市
税
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納

制
度
が
始
ま
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
土
日
で
も
市
税
の
納
付

サ
ー
ビ
ス
の
登
録
者
数
を
増

や
し
て
い
く
た
め
に
平
成
25

年
度
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を

行
っ
て
い
く
の
か
。

答　

平
成
24
年
に
ま
と
め
た

世
論
調
査
に
よ
る
と
、
広
報

ふ
っ
さ
に
つ
い
て
は
約
８
割

の
方
が
ご
覧
に
な
っ
て
お
り
、

広
報
ふ
っ
さ
か
ら
市
の
情
報

を
７
割
近
く
の
方
が
得
て
い

る
と
の
結
果
が
出
て
い
る
。

平
成
25
年
度
は
カ
ラ
ー
化
す

る
予
定
の
広
報
ふ
っ
さ
を
活

か
し
、
こ
の
情
報
メ
ー
ル
の

普
及
に
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
。

問　

自
転
車
等
駐
車
場
使
用

料
学
割
分
負
担
金
と
し
て
、

平
成
25
年
度
は
６
５
０
万
円

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
学

割
で
の
利
用
者
を
ど
の
く
ら

い
見
込
ん
で
こ
の
額
と
し
た

の
か
。

答　

平
成
23
年
度
は
７
２
６

７
人
の
学
割
利
用
者
が
あ
り
、

平
成
24
年
度
は
、
４
月
か
ら

12
月
末
ま
で
の
９
カ
月
間
で

５
７
４
６
人
の
利
用
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
平
成
25
年
度

に
つ
い
て
は
、
毎
月
約
６
０

０
人
の
学
割
利
用
が
あ
る
と

想
定
し
て
算
出
し
た
。

問　

福
祉
バ
ス
の
利
用
登
録

者
は
順
調
に
伸
び
て
き
た
が
、

一
部
の
便
で
慢
性
的
な
遅
延

が
発
生
し
て
お
り
、
当
初
目

的
と
し
て
い
た
保
健
セ
ン

タ
ー
で
「
つ
つ
じ
号
」
と
「
も

く
せ
い
号
」
を
乗
り
継
ぐ
こ

と
が
で
き
な
い
時
間
帯
も
あ

る
よ
う
に
聞
く
。
平
成
25
年

度
は
、
こ
の
目
的
が
果
た
せ

る
よ
う
に
何
か
対
応
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

答　

現
在
の
便
数
や
ル
ー
ト
、

乗
車
状
況
等
を
平
成
25
年
度

に
検
証
し
、
そ
の
結
果
に
よ

り
対
応
し
た
い
。

問　

事
業
費
が
平
成
25
年
度

は
１
２
３
０
万
５
千
円
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
24
年
度

と
比
較
し
６
４
２
万
４
千
円
、

34
・
３
％
の
減
額
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
減
額
の
理
由
は
。

答　

電
気
自
動
車
の
急
速
充

電
器
及
び
普
通
充
電
器
に
つ

い
て
、
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

の
委
託
先
で
あ
る
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
で
の
対
応
が
可
能
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
を
削
減
し

た
も
の
。
ま
た
、
サ
イ
ク
ル

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
車
両
平
準
化

業
務
が
く
る
み
る
ふ
っ
さ
の

ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
対
応
が

可
能
と
な
っ
た
ほ
か
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
精
査
し
て
作
成
し
た
こ
と

に
よ
る
減
額
で
あ
る
。

問　

平
成
34
年
度
ま
で
に
整

備
完
了
と
い
う
か
な
り
長
い

事
業
だ
が
、
見
通
し
と
し
て

総
事
業
費
は
ど
の
く
ら
い
か
。

ま
た
、
電
線
の
地
中
化
が
計

画
さ
れ
て
い
る
が
、
道
路
幅

員
や
歩
道
幅
員
、
地
域
の
環

境
等
、
全
体
の
計
画
の
考
え

方
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

総
事
業
費
は
、
現
時
点

の
概
算
で
約
22
億
円
を
見
込

ん
で
い
る
。
道
路
の
計
画
幅

員
は
16
メ
ー
ト
ル
で
、
歩
道

の
幅
員
は
、
今
年
度
、
道
路

の
概
略
設
計
を
行
っ
た
段
階

で
決
ま
る
。
こ
の
事
業
を

き
っ
か
け
に
、
東
口
の
活
性

化
も
行
い
た
い
。
ま
た
、
地

元
の
意
向
も
伺
い
な
が
ら
、

将
来
的
に
は
地
区
計
画
を
か

け
る
こ
と
も
視
野
に
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　

学
校
図
書
館
司
書
を
配

置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
既
存

の
図
書
館
司
書
教
諭
や
図
書

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
と
ど
の

よ
う
に
連
携
し
、
ど
の
よ
う

な
効
果
が
あ
る
の
か
。

答　

こ
れ
ま
で
学
校
図
書
館

に
お
い
て
は
専
任
の
図
書
館

司
書
の
配
置
は
な
く
、
司
書

教
諭
を
各
学
校
に
配
置
し
て

い
た
ほ
か
、
保
護
者
が
図
書

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
か
か

わ
る
な
ど
し
て
学
校
図
書
館

の
充
実
を
図
っ
て
き
た
。
平

成
25
年
度
か
ら
は
、
各
学
校

図
書
館
に
専
任
の
司
書
を
週

２
日
配
置
し
、
司
書
教
諭
や

保
護
者
と
連
携
し
な
が
ら
、

環
境
整
備
や
読
書
活
動
支
援
、

授
業
支
援
及
び
調
べ
学
習
等

の
強
化
等
に
努
め
て
い
く
。

▲平成25年度一般会計予算を起立多数で可決

　平成25年度の一般会計予算は２１７億３千万円で、
前年度に比べて1.6％の減少となりました。
　特別会計予算は１２９億６５３１万１千円で、前年度
に比べて１.８％の増加となり、一般会計と特別会計を
合計した当初予算額は３４６億９５３１万１千円で、前
年度に比べて０.３％の減少となりました。

一
般
会
計
予
算
を

 

４
日
間
集
中
審
査
！

　

今
定
例
会
に
、
平
成
25

年
度
一
般
会
計
予
算
と
特

別
会
計
予
算
を
合
わ
せ
て

３
４
６
億
９
５
３
１
万
１

千
円
が
提
出
さ
れ
、
一
般

会
計
予
算
審
査
は
予
算
審

査
特
別
委
員
会
で
４
日
間
、

特
別
会
計
予
算
審
査
は
建

設
環
境
委
員
会
及
び
市
民

厚
生
委
員
会
で
各
１
日
間

行
わ
れ
、
通
算
６
日
間
に

わ
た
り
慎
重
に
審
査
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
25
年
度

予
算
の
概
要

平
成
25
年
度

　
　

予
算
の
概
要

25
年
度
の
予
算
の
特
徴
は

コ
ン
ビ
ニ
を
利
用
し
た

市
税
納
付
に
つ
い
て

地
方
交
付
税
と
臨
時
財
政
対

策
債
に
つ
い
て

携
帯
電
話
情
報
提
供
サ
ー
ビ

ス
の
登
録
の
普
及
は

自
転
車
等
駐
車
場
使
用
料
学

割
分
負
担
金
に
つ
い
て

福
祉
バ
ス
運
行
事
業
に
つ
い

て

次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
活
用

モ
デ
ル
事
業
の
減
の
理
由
は

都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
７

号
線（
富
士
見
通
り
）整
備

事
業
の
全
体
計
画
は

学
校
図
書
館
司
書
に
つ
い
て

平成 25 年度　一般会計予算の款別内訳 （）内の数字は合計に占める割合

平成 25 年度　各会計別予算規模
会 計 区 分

総 合 計

25年度予算 前年比（％） 市民1人当たりの額
一 般 会 計

特
別
会
計

69 億 4,705 万 7千円
34億 1,996 万 2千円
9億 6,595 万 6千円
16億 3,233 万 6千円
346 億 9,531 万 1千円

△1.6
3.9
5.2
2.2

△11.8
△0.3

36 万 7,532 円
11 万 7,500 円
5万 7,844 円
1万 6,338 円
2万 7,609 円
58 万 6,823 円

（人口 25.1.1 現在　59,124 人）

国民健康保険特別会計
介 護 保 険 特 別 会 計
後期高齢者医療特別会計
下 水 道 事 業 会 計

217億 3,000 万円

平成 25年度 平成 24年度

市　　　税

国庫支出金

都 支 出 金

地方交付税

基地交付金

市　　　債

地方消費税交付金

繰　入　金

使用料及び手数料

分担金及び負担金

そ　の　他

民　生　費

衛　生　費

総　務　費

教　育　費

土　木　費

公　債　費

消　防　費

諸 支 出 金

議　会　費

商　工　費

そ　の　他

78億2,803万円（36.0％）

38億8,911万円（17.9％）

31億2,972万円（14.4％）

27億4,200万円（12.6％）

14億4,947万円（6.7％）

5億9,640万円（2.8％）

5億9,530万円（2.8％）

4億2,211万円（1.9％）

3億7,104万円（1.7％）

2億489万円（0.9％）

5億193万円（2.3％）

101億8,462万円（46.9％）

24億4,564万円（11.3％）

22億2,741万円（10.3％）

23億5,985万円（10.9％）

14億1,814万円（6.5％）

10億9,607万円（5.0％）

8億8,236万円（4.0％）

3億1,153万円（1.4％）

5億2,803万円（2.4％）

1億5,248万円（0.7％）

1億2,387万円（0.6％）

歳　入

歳入合計　217億 3,000 万円 歳出合計　217億 3,000 万円

歳　出

地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金
財産収入
寄附金
繰越金
諸収入

国有提供施設等
所在市町村
助成交付金等

労働費
農林水産業費
予備費
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　今定例会では、18 人の議員が市政全般にわたり一般質問を行いました。質
問方式は３種類の選択制で、一括方式、一問一答方式、併用方式（一括と一
問一答の併用）のいずれかを議員が選択し、質問しました。
　概略の掲載は一問とし４ページから５ページに掲載しました。一般質問の項
目は６ページにすべて掲載してあります。
　詳しくは、５月中旬発行予定の会議録を市役所情報コーナー及び図書館で
ご覧いただくか、福生市ホームページからご覧ください。

市政のここが聞きたい

（要旨）一 般 質 問

新学校給食センターについて
串田 金八 議員

　質問　新学校給食センターは、災
害時対応施設の１つとして考えてい
るのか。
　市長　災害時対応施設の整備を進
めたいと考えており、災害時は対応
拠点施設とし、平常時は小学校給食
の共同調理場として、活用を図りた
い。今後、細部を詰め、最短で平成
25年度に基本設計に着手し、28年度
供用開始の計画で進めていきたい。 ▲現在の第一給食センター

新学校給食センターは中学校給食に向け「親子方式」で
青海 俊伯 議員

　質問　新学校給食センターには、
将来の中学校給食を視野に入れた機
能拡充を検討してはどうか。
　教育長　中学校昼食対策事業は、
ランチルームの整備により完結して
いるので、中学校給食は考えていな
い。まず、新学校給食センターは、
衛生管理の徹底、食物アレルギー対
応や災害時の炊き出し、食育教育な
ど、安全・安心な最新の施設整備実

現を目指したい。

▲第一給食センター調理場の様子

再生可能エネルギー転換に対し市の担う役割は何か
柳川 英司 議員

　質問　分権・分散型自然エネルギ
ーシステムへの転換に行政としてど
うかかわっていくのか。
　市長　福生市環境基本計画、新エ
ネルギービジョンに基づく諸施策に
取り組む。公共施設への太陽光・太
陽熱中心の再生可能エネルギーの利
用拡大を図るとともに、公用車の転
換やカーシェアリングなど温室効果
ガスの直接削減にも取り組んでいく。▲サイクルシェアリング「こぐまる」

社会環境の変化に対する学校給食の対応を問う
田村 正秋 議員

　質問　中学校給食を求める声も多
いが、今後どう検討していくのか。
小学校給食でのアレルギー対策は。
　教育長　中学校昼食対策として、
現在のランチルーム方式を継続して
いきたい。食物アレルギー対策では、
アレルギー疾患用指導表を保護者に
提出してもらい、牛乳の提供の中止
や、事前に使用食材が明記された献
立表から保護者が飲食を判断する

など、密な連絡で対応していく。

高次脳機能障害児童・生徒の教育にどう取り組むか
五十嵐 みさ 議員

　質問　小・中学校の高次脳機能障
害児童・生徒の現状をどう把握し、
今後教育にどう取り組んでいくのか。
　教育長　現在、在籍者はいないが、
中途障害であり外見から認知しにく
いため、社会的コミュニケーション
等で様々な困難があることは承知し
ている。社会参加の基礎を培うため
特別支援学校や特別支援学級でのき
め細かな配慮を要する教育が必要

であり、今後研究を進めていきたい。

乳幼児期からの教育支援プロジェクトに関する取り組みは
乙津 豊彦 議員

　質問　乳幼児期からの子どもの発
達を地域における社会的つながりを
通して支える、このプロジェクトに
関する市の取り組みを伺いたい。
　教育長　保健センターの窓口にこ
のプロジェクトで作成された小冊子
を置いて市民への普及を図っている。
今後、家庭の教育力向上への支援を
教育、福祉、医療等関係部署が一体
的に総合的な体制として進めるこ

とができないか調査していきたい。

拝島駅北口の整備の状況と今後の方向性について
岩﨑 百合子 議員

　質問　拝島駅北口はまだ整備不十
分な感が否めない。アクセス道路は
車両のすれ違いも困難である。北口
の整備の方向性や手法について、市
はどのように考えているのか。
　市長　部分的に歩行者の安全を確
保する取り組みは行っており、地域
全体の整備はこれから取り組む。平
成25年度以降、地元の意向や意見を
伺いながら、まちづくりの方向性

や整備手法を検討していく。

▲車両のすれ違いがむずかしい拝島駅北口

▲東京都教育委員会で発行している
　子育て支援の小冊子

清水 義朋 議員
　質問　自転車は環境負荷も少なく、
東日本大震災以降、利用者も増えて
いるが、道路や標識、路面標示など
ハード面の安全対策を伺いたい。
　市長　道路標示による自転車専用
通行レーンの設置や、路面標示の
シールやガードレールの垂れ幕表示
による自転車通行帯の明示のほか、
自転車の飛び出しを防止する自転車
専用ストップマークの路面標示や、

カーブミラーの設置を行っている。

自転車の交通事故を防止するためのハード面の対策は

▲スタントマンによる事故の再現が行われた
　交通安全教室（第三中学校）

ＰＭ2.5 による大気汚染、感染症から市民を守るには
武藤 政義 議員

　質問　環境基準を超えるＰＭ2.5
汚染、インフルエンザ、ノロウイル
ス等の感染症にどう対処するのか。
　市長　中国からの飛来で心配され
るＰＭ2.5については、東京都が装
置を取り付け、その測定値が４月か
ら公表される。感染症対策としては、
マスク着用や手洗いやうがいでの予
防のほか、食品取扱い時、おう吐物
処理時の注意などをホームページ、

情報メールで周知を図っている。

▲商工会館屋上でPM2.5を測定
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　積極的に議会情報をお届けしていき
ますので、ぜひご利用ください。

本会議のライブ映像と録画映像
※録画映像は、過去の会議を会議名や議
員名、用語などで検索してご覧いただくこ
とができます。

◆配信内容

福生市公式ホームページ
(http://www.city.fussa.tokyo.jp/) に
アクセスして「福生市議会」→「インターネ
ット中継」の順にクリックしてください。

◆アクセス方法

ご利用ください 「インターネット議会中継」ご利用ください 「インターネット議会中継」ご利用ください 「インターネット議会中継」ご利用ください 「インターネット議会中継」「声の市議会だより」を
お届けしています

　音訳ボランティア「福生いとでんわ」の皆さん
にご協力いただき、市議会だよりの音訳をデイジ
ー方式のＣＤにして、視覚障害者（１・２級）の
方にお届けしています。　
ご家族やお知り合いの方で、ご希望の方がいらっ
しゃいましたら、議会事務局にご連絡ください。

☎042-551-1523
○デイジー（DAISY）とは
　デジタル録音図書の国際標準で、聴きたいと
ころをすぐに検索できるなど、情報検索性に優
れています。
　専用の再生機が必要となりますが、利用対象
者は日常生活用具として給付を受けられます。

（利用者一割負担）

スポーツ祭東京 2013 における福生市の受け入れ態勢について
大野 聰 議員

　質問　この秋開催されるスポーツ
祭東京2013で、福生市では成年女子
ソフトボールが行われるが、市民の
皆様の協力体制と来場者へのおもて
なし活動について伺いたい。
　市長　市民の皆様には、ＰＲサポ
ーターへの登録や競技会ボランティ
アの協力などをお願いしたい。また、
町内清掃でまちをきれいにし、花い
っぱい運動などで歓迎装飾を行っ

て、笑顔で明るく来場者を迎えたい。

▲市役所庁舎のPR装飾

ごみ減量施策としての生ごみの堆肥化について
大野 悦子 議員

　質問　生ごみの堆肥化は、市民の
誰もが減量の意識を持って取り組む
ことのできる身近な方法だが、積極
的に推進する考えはあるか。
　市長　ごみ減量の取り組みとして、
市では家庭用生ごみ堆肥化容器の貸
与、家庭用生ごみ減量化処理機器購
入への補助などを行っている。生ご
み減量化の方法について、今後、設
置目的や設置する場所、周辺の環境、

コストの視点から検討したい。

▲市で貸与している生ごみ堆肥化容器

市民が住み慣れた自宅で療養や看取りをうけるには
堀 雄一朗 議員

　質問　自宅での療養や看取りを願
う人は多い、本人と家族の希望する
療養とケアの実現にどう取り組むか。
　市長　自宅で療養を望むが、実現
が難しいとの調査結果は、理由に家
族への負担とともに急な病状への対
応の不安が挙げられる。西多摩医師
会等では、在宅療養対応医院の情報
提供等の試みを始めている。高齢者
が安心して在宅療養を受けるために

は医療と介護の連携が重要と考える。

スクールソーシャルワークの充実で子ども支援を
阿南 育子 議員

　質問　日々の困難に対し子どもの
側に立ってサポートするスクール
ソーシャルワークをどう考えるか。
　教育長　平成20年から補助事業と
してスクールソーシャルワーカー活
用事業を行い、子ども家庭支援セン
ターとともに不登校の改善、いじめ
や問題行動の解決に成果を上げてき
た。子どもと家庭への一層の支援の
ため、今後とも関係機関と連携し

た組織的対応で充実を図っていく。

▲校庭で元気に遊ぶ子どもたち

町会・自治会の募金が半ば強制的になってはいないか
末次 和夫 議員

　質問　本来、募金は個人の自発的
な善意の行為だが、町会・自治会へ
の加入率の維持、向上や負担軽減の
観点からも検討すべきでは。
　市長　現在、町会・自治会にお願
いしている募金活動は４つあるが、
いずれも寄附者の自発的な協力を基
礎とするものである。戸別募金活動
を行う町会・自治会の皆様も、あく
までボランティアとして募金活動に

協力いただいている。

▲花の植栽（牛二町会）町会自治会活動より

体罰禁止の徹底に対し市が取り組むべきことは
原田 剛 議員

　質問　部活動を含めスポーツ指導
に体罰がなくならない。学校教育法
でも禁止された体罰をどう考えるか。
　教育長　体罰は明らかな暴力であ
り、厳しい指導などと正当化するの
は誤りとの認識が必要だ。文部科学
省の依頼による実態調査を全小中学
校に対し実施しているが「体罰はい
かなる場合も行ってはならない」と
いうのが本市の見解であり、校長

会等を通して徹底を指導している。 

▲体罰根絶に向けた教育研修用パンフレット
 （東京都教育庁編集）

杉山 行男 議員
　質問　自治基本条例を第４期基本
計画に入れて実施しようとする基本
的な考え方は。また、実施するため
に必要なことは何か。
　市長　地方分権改革が進み、市民
との協働も進んできたことから、前
期基本計画で取り組む主な事業の一
つにあげた。市民は、まちづくりの
ための自立した活動を営む権利を持
つが、権利と責務を明確にした上で

条例の策定をする必要がある。

自治基本条例を総合計画に入れることの意義は

▲福生市総合計画（第４期）

餓死・孤立死事件の実態をどう捉えどう対応するのか
奥富 喜一 議員

　質問　生計中心者や介護者の死亡
により家族が餓死したり孤立死して
いる。市は実態をどう捉えていくか。
　市長　孤立死の定義も明確でない
ことから全国的にも実態の把握が難
しい。市では、行政窓口での見守り
や市民通報をもとに速やかに安否確
認をして孤立死を未然に防ぐととも
に、法令にのっとった適正な生活保
護費の支給、運営を関係機関との

連携により行っていく。

地産地消の太陽光発電事業を市の積極施策に
池田 公三 議員

　質問　太陽光発電協働推進事業は、
市民からの提案待ちでなく、積極的
に市の施策に位置づけてはどうか。
　市長　税外収入確保の面からも公
共施設の屋上などの活用は考えられ
るが、設置の条件や建物への影響、
また導入資金や運営方法など考えな
ければならない課題も多い。平成25
年度には環境課を中心とした庁内プ
ロジェクトチームを組織し、検討

を進めていきたい。

▲住宅用太陽光パネル
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選択制となっています。

通告者の下欄に質問方式を表示しています。

平成25年4月25日　　福生市議会だより　　No.187　 ⑹

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

通告者 通告者質 問 内 容 質 問 内 容
１　新学校給食センターについて
　⑴新学校給食センター用地の確保について
　⑵新学校給食センターの検討状況と今後の見通しについて

１　児童デイサービスについて
　⑴市内での事業開始の状況について
　⑵市としての今後の支援のあり方について
２　ランチルームと新学校給食センター建設について
　⑴ランチルームの利用状況など現状についての評価
　⑵ランチルーム（中学校昼食対策）の総括
　⑶ランチルームの新たな役割の明確化について
　⑷既存の学校給食センターの課題解決について
　⑸新学校給食センターの建設予定地について
　⑹親子方式を視野に入れた新しい機能の拡充について

１　再生可能エネルギー政策について
　⑴福生市が担うエネルギー問題の役割について
　⑵重要な「まちづくり」施策に成り得る再生可能エネルギーにつ
いて

　⑶温室効果ガスの目標値について
２　商店街振興対策について
　⑴「まちづくり」の観点から商店街振興をどのように図られるか

１　土木行政について
　⑴五日市街道の拡幅について
　⑵産業道路（3・3・30号線）の延長工事等について
　⑶一小通り整備事業について
２　教育行政について
　⑴給食センターの建てかえについて
　⑵学校給食について
　⑶少人数学級について

１　高次脳機能障害について
　⑴高次脳機能障害に対する市の取り組みについて
　⑵小・中学校における高次脳機能障害児童・生徒の現状と対応に
ついて

１　学校におけるいじめについて
　⑴全国におけるいじめの現状と取り組みについて
　⑵当市における取り組みについて
２　乳幼児期からの教育支援プロジェクトについて
　⑴プロジェクトの概要について
　⑵当市における取り組みについて

１　生活環境について
　⑴生活環境維持における市の基本的な考え方について
　⑵市民から寄せられる騒音、振動の苦情への対応について
　⑶大気汚染、感染症の対策について
　⑷ごみの放置について
　⑸地域猫制度について

１　拝島駅北口周辺整備について
　⑴現在の進捗状況と今後のプランについて
２　教育現場の問題について
　⑴福生市のめざす小・中一貫教育について

１　自転車の交通安全対策について
　⑴現状の交通安全対策について
　⑵ソフト面の対策について
　⑶ハード面の対策について
２　福生市の空き家対策について
　⑴空き家実態調査について
　⑵安全・安心の観点からの空き家対策について

１　第４期総合計画について
　⑴基本構想、基本計画、実施計画について
　⑵平成22年度にスタートした前期基本計画の進捗について
　⑶自治基本条例について
２　第三中学校で実施された「我がまちの宝探し」について

１　町会、自治会について
　⑴町会、自治会の区割りと学区について
　⑵町会、自治会の募金等の活動について
　⑶行政協力員の報酬について
　⑷自主防災組織との関係について
２　道徳教育について
　⑴現状及び２年間の成果について
　⑵公共心、公衆道徳及び偉人伝について

１　スポーツ祭東京2013第68回国民体育大会福生市開催競技について
　⑴各会場の試合日程について
　⑵開催中の観客の会場までの交通アクセスについて
　⑶運営体制について
　⑷市民の協力体制と来場者へのおもてなし活動について
２　道路、橋梁、下水道等の整備（改修）計画について
　⑴道路、橋梁、下水道等の改修工事等の現状について
　⑵今後の改修工事の年次計画について
　⑶今後、予想される総工事費の概算について

１　福生のごみを考える
　⑴福生のごみ対策の経過と現状について
　⑵循環型とは
　⑶生ごみの堆肥化について
２　プラムポックスウイルスについて
　⑴その後の経過と対策について

１　地産地消の太陽光発電協働推進事業について
　⑴民生部門のＣＯ２削減見通しについて
　⑵民間企業による住宅への太陽光発電パネル設置について
　⑶福生市の施策として位置づける必要性について
２　学校給食について
　⑴小学校給食の果たしている役割について
　⑵中学校給食について

１　行財政改革について
　⑴平成25年度の取り組みについて
　⑵地域の元気臨時交付金について
　⑶省エネルギー対策について
　⑷定住化施策について
２　在宅医療連携の推進について
　⑴入院患者退院時等の連携について
　⑵終末期の療養とケアについて

１　公共施設の整備について
　⑴大規模改修計画とバリアフリー計画について
　⑵松林会館のバリアフリーについて
２　スクールソーシャルワークについて
　⑴スクールソーシャルワークの考え方について

１　市営住宅について
　⑴市営住宅の公募について
　⑵入居状況について
　⑶連帯保証人について
　⑷木造平家住宅について
２　教育行政について
　⑴福生市の教育について
　⑵体罰禁止の徹底について
　⑶懲戒行為について

１　米軍横田基地について
　⑴パラシュート降下訓練について
　⑵オスプレイの飛来・訓練問題について
　⑶横田基地への飛来機について
２　餓死・孤立死の頻発と改善策について
　⑴餓死・孤立死事件の実態について
　⑵必要とする人が漏れなく生活保護が受けられることについて
　⑶ライフライン業者等との連携強化による緊急対応について
　⑷リスク層に対する積極的アプローチについて
　⑸総合的な見守りシステムについて

串田 金八
（一括）

⑪

末次 和夫
（併用）

柳川 英司
（一括）

田村 正秋
（一括）

武藤 政義
（一括）

五十嵐 みさ
（一括）

乙津 豊彦
（一括）

岩﨑 百合子
（一括）

杉山 行男
（一括）

清水 義朋
（一括）

青海 俊伯
（一問一答） ⑫

大野　聰
（一括）

⑬

大野 悦子
（一括）

⑭

池田 公三
（併用）

⑮

堀　雄一朗
（併用）

⑯

阿南 育子
（一問一答）

⑰

原田　剛
（併用）

⑱

奥富 喜一
（一問一答）
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設
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会
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設
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委
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会
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会

市
民
厚
生
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

　

3
月
12
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
議
案
12
件
と
陳
情

2
件
を
審
査
し
ま
し
た
。
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
福
生
市
廃
棄
物
の
処
理
及

び
再
利
用
の
促
進
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例問　

現
在
、
条
例
に
定
め
ら

れ
た
一
般
廃
棄
物
施
設
技
術

管
理
者
の
要
件
を
満
た
す
市

職
員
の
有
無
に
つ
い
て
。

答　

一
人
在
職
し
て
い
る
。

◎
福
生
市
駅
前
駐
車
施
設
の

設
置
及
び
使
用
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

問　

市
の
管
理
と
な
っ
た
牛

浜
駅
西
口
タ
ク
シ
ー
駐
車
場

3
台
分
の
使
用
料
及
び
タ
ク

シ
ー
会
社
に
つ
い
て
。

答　

使
用
料
は
福
生
駅
同
様

1
台
に
つ
き
月
額
6
千
円
。

タ
ク
シ
ー
会
社
は
、
近
隣
及

び
市
内
5
社
で
構
成
す
る
タ

ク
シ
ー
協
議
会
と
契
約
し
、

運
営
を
一
任
し
て
い
く
。

◎
福
生
市
都
市
公
園
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

問　

市
内
で
都
市
公
園
に
該

当
す
る
公
園
に
つ
い
て
。

答　

都
市
公
園
法
に
基
づ
く

公
園
は
74
公
園
中
51
公
園
。

◎
福
生
市
営
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

問　

木
造
市
営
住
宅
解
体
後

の
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
。

答　

建
築
後
50
年
を
経
過
し
、

老
朽
化
や
耐
震
性
の
問
題
が

あ
り
、
す
べ
て
解
体
の
予
定
。

そ
の
後
の
活
用
に
つ
い
て
は

未
利
用
地
検
討
委
員
会
等
で

の
検
討
の
結
果
、
富
士
見
通

り
整
備
事
業
の
代
替
用
地
、

ま
た
、
売
却
に
よ
る
個
人
住

宅
用
地
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

◎
福
生
市
工
場
立
地
法
地
域

準
則
条
例

問　

こ
の
条
例
に
該
当
す
る

市
内
の
工
場
に
つ
い
て
。

答　

条
例
で
は
敷
地
面
積
が

9
千
㎡
以
上
，
ま
た
は
建
物

の
建
築
面
積
の
合
計
が
3
千

㎡
以
上
の
工
場
と
さ
れ
て
お

り
、
市
内
で
は
2
社
が
届
け

出
を
出
し
て
い
る
。

◎
平
成
24
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
5
号
）

（
歳
出
予
算
の
う
ち
建
設
環

境
委
員
会
所
管
分
）

問　

特
定
緊
急
輸
送
道
路
沿

道
建
築
物
耐
震
化
促
進
事
業

費
が
2
千
2
百
万
円
の
減
と

な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
。 

答　

当
初
の
建
築
物
の
対
象

件
数
は
14
棟
だ
っ
た
が
、
再

度
の
調
査
で
対
象
要
件
外
の

建
築
物
が
3
棟
あ
り
11
棟
と

な
っ
た
。
平
成
25
年
度
ま
で

の
助
成
事
業
で
あ
り
、
対
象

建
築
物
の
所
有
者
に
は
、
東

京
都
と
共
に
説
明
を
行
い
理

解
を
求
め
て
い
る
が
、
結
果

と
し
て
平
成
24
年
度
実
績
は

ゼ
ロ
で
、
予
算
執
行
が
で
き

な
か
っ
た
。
な
お
、
現
在
申

請
が
1
件
、
申
請
の
準
備
中

が
4
件
、
残
り
6
件
は
交
渉

中
で
あ
る
。

◎
平
成
25
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
予
算

問　

下
水
道
使
用
料
が
約
9

千
万
円
減
の
理
由
に
つ
い
て
。

答　

横
田
基
地
の
汚
水
の
排

水
量
の
減
だ
が
、
今
の
と
こ

ろ
減
と
な
る
原
因
が
特
定
で

き
ず
、
北
関
東
防
衛
局
に
調

査
要
請
を
行
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
他
、
議
案
5
件
、

陳
情
1
件
が
原
案
の
と
お
り

可
決
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
13
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
認
定
こ
ど
も
園
福

生
多
摩
幼
稚
園
に
つ
い
て
現

地
視
察
を
行
い
、
議
案
10
件

と
陳
情
１
件
を
審
査
し
ま
し

た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◎
障
害
者
自
立
支
援
法
等
の

一
部
改
正
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
理
に
関
す
る
条
例

問　

法
律
の
改
正
に
伴
う
条

例
だ
が
法
改
正
の
特
徴
は
。

答　

障
害
者
自
立
支
援
法
が

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社

会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す

る
た
め
の
法
律
に
名
称
が
変

更
さ
れ
た
。

◎
福
生
市
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例

問　

国
の
省
令
を
条
例
に
す

る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
は
何
か
。

答　

メ
リ
ッ
ト
は
市
独
自
の

基
準
を
設
け
る
裁
量
が
加
わ

っ
た
点
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
こ

の
条
例
作
成
に
大
変
な
労
力

を
要
し
た
点
で
あ
る
。

◎
平
成
24
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

問　

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

の
推
移
に
つ
い
て
。

答　

毎
年
約
５
百
万
円
増
加
、

今
回
７
百
万
円
を
追
加
し
た
。

◎
平
成
25
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

問　

税
率
等
の
改
定
に
よ
る

影
響
額
と
、
一
人
当
た
り
の

影
響
額
は
。

答　

平
成
24
年
度
と
比
較
し

て
１
億
円
、
一
人
当
た
り
約

４
千
９
百
円
の
税
収
増
を
見

込
ん
で
い
る
。

問　

そ
の
他
繰
入
金
一
人
当

た
り
の
予
算
額
が
26
市
中
一

番
高
い
羽
村
市
と
福
生
市
の

違
い
は
何
か
。

答　

羽
村
市
と
の
開
き
は
予

算
上
で
、
決
算
で
見
込
む
と

福
生
市
と
ほ
ぼ
同
額
と
な
る
。

◎
平
成
25
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
予
算

問　

介
護
サ
ー
ビ
ス
等
給
付

費
が
大
幅
に
増
加
し
た
理
由

は
何
か
。

答　

施
設
給
付
費
で
１
億
円

ほ
ど
、
通
所
介
護
の
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
で
１
千
２
百
万
円
、

通
所
リ
ハ
ビ
リ
で
２
千
６
百

万
円
増
額
を
見
込
ん
だ
結
果

で
あ
る
。

◎
平
成
25
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

問　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

差
額
通
知
の
実
施
は
。

答　

４
月
以
降
の
実
施
に
向

け
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

以
上
の
他
、
４
件
の
議
案

審
議
を
行
い
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

陳
情
１
件
は
引
き
続
き
審
査

し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

3
月
14
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
開
会
後
、
第
三
中

学
校
に
開
設
さ
れ
た
通
級
指

導
学
級
の
視
察
を
行
い
、
そ

の
後
議
案
9
件
陳
情
１
件
を

審
査
し
ま
し
た
。
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
福
生
市
行
政
手
続
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

問　

公
立
保
育
園
が
な
く
な

っ
た
こ
と
に
よ
る
改
正
だ
が
、

文
言
を
残
し
た
時
の
不
具
合

は
。

答　

特
に
不
具
合
は
な
い
が
、

今
後
、
改
正
忘
れ
と
思
わ
れ

る
こ
と
も
あ
る
た
め
の
改
正
。

◎
福
生
市
公
の
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定
の
手
続
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

問　

者
と
い
う
文
言
を
当
該

団
体
と
し
た
理
由
は
。

答　

指
定
管
理
者
制
度
は
自

治
法
に
個
人
は
含
ま
れ
な
い

こ
と
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

混
乱
を
防
ぐ
た
め
改
め
た
。

問　

民
間
や
営
利
団
体
を
含

め
る
と
、
営
利
に
走
っ
て
し

ま
う
と
危
惧
す
る
が
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

答　

公
募
、
非
公
募
い
ず
れ

に
お
い
て
も
、
選
定
に
至
る

ま
で
に
厳
密
に
審
査
を
し
て

い
る
。
経
営
状
態
や
人
件
費

な
ど
様
々
な
観
点
か
ら
審
査

し
て
い
る
。

◎
福
生
市
非
常
勤
の
特
別
職

の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

問　

今
回
引
上
げ
に
至
っ
た

理
由
は
。

答　

都
の
最
低
賃
金
引
上
げ

に
よ
り
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

と
嘱
託
員
報
酬
の
差
が
縮
ま

っ
た
こ
と
や
、
他
市
と
の
賃

金
を
比
較
し
改
正
と
な
っ
た
。

◎
福
生
市
長
等
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

◎
福
生
市
教
育
委
員
会
教
育

長
の
給
与
及
び
旅
費
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

◎
福
生
市
一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

問　

職
員
の
給
与
改
正
で
の

影
響
額
は
。

答　

影
響
額
全
体
で
は
６
１

９
万
４
千
円
と
な
る
。

◎
福
生
市
行
政
財
産
使
用
料

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

問　

税
外
収
入
の
関
係
で
、

該
当
す
る
自
販
機
の
台
数
、

収
入
見
込
み
は
。

答　

指
定
管
理
者
の
施
設
を

除
き
、
31
台
、
約
4
百
万
円

の
収
入
を
見
込
ん
で
い
る
。

◎
福
生
市
体
育
施
設
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

問　

市
営
プ
ー
ル
の
指
定
管

理
者
に
は
、
時
間
外
、
利
用

期
間
外
も
含
め
ど
の
よ
う
な

期
待
を
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

利
用
の
拡
大
や
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
つ
な
が
る
提
案
を

期
待
し
て
い
る
。

◎
平
成
24
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
5
号
）

（
歳
入
予
算
全
般
及
び
歳
出

予
算
の
う
ち
総
務
文
教
委
員

会
所
管
分
）

　

以
上
9
件
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。
陳
情
１

件
は
、
引
き
続
き
審
査
し
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

定
例
会
の
会
期
や
本
会
議

の
議
事
日
程
、
一
般
質
問
、

議
案
、
市
民
等
か
ら
提
出
さ

れ
た
陳
情
の
取
り
扱
い
等
の

協
議
及
び
議
会
だ
よ
り
の
編

集
を
行
う
議
会
運
営
委
員
会

が
閉
会
中
も
含
め
６
回
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
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　今定例会の常任委員会では、付託
された議案及び陳情等の審査が3月
12日、13日、14日の３日間、建設環
境・市民厚生・総務文教委員会の順
で行われました。
　議会運営委員会は、本会議の議事
日程や議案の取り扱い、議会だより
の編集等で６回行われました。
　また、横田基地対策特別委員会、
災害に強いまちづくり特別委員会が3
月15日に行われました。
　ここでは、各常任委員会及び各特
別委員会から報告された主な審査概
要をまとめました。

委員会の
　　審査から
委員会の
　　審査から
委員会の
　　審査から

▲第三中学校の通級指導学級を視察

▲認定こども園福生多摩幼稚園を視察

▲牛浜駅西口タクシー駐車場



　

今
年
の
冬
は
こ
と
の
ほ
か

寒
い
日
が
続
い
た
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
３
月
に
入
る
と
強

風
が
吹
き
荒
れ
煙
霧
も
見
ら

れ
ま
し
た
◆
国
か
ら
地
方
に

権
限
を
移
譲
す
る
た
め
地
域

主
権
改
革
一
括
法
に
よ
る
地

方
自
治
に
関
す
る
法
律
の
施

行
が
本
年
４
月
１
日
に
迫
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
条
例
の
制

定
や
改
正
が
多
く
上
程
さ
れ
、

議
案
の
数
は
36
本
に
及
び
ま

し
た
。
一
般
質
問
も
18
名
の

議
員
か
ら
通
告
さ
れ
議
会
運

営
に
苦
労
し
た
定
例
会
と
な

り
ま
し
た
◆
一
般
質
問
の
通

告
時
間
を
60
分
以
内
と
し
効

率
よ
く
質
問
を
終
わ
ら
せ
ま

し
た
。
25
年
度
予
算
の
審
査

で
も
、
効
率
よ
い
質
疑
を
行

う
こ
と
に
よ
り
審
査
時
間
の

短
縮
を
は
か
り
、
開
始
時
刻

を
30
分
遅
ら
せ
ま
し
た
が
毎

日
定
時
に
審
査
を
終
わ
り
最

終
日
は
午
後
５
時
前
に
終
了

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
議

会
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
◆
一
昨
年
の
予
算
審

査
最
終
日
に
東
日
本
大
震
災

が
発
生
し
、
総
括
質
問
を
文

書
で
行
っ
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。
立
川
断
層
帯
地
震

を
想
定
し
た
地
域
防
災
計
画

の
素
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

断
層
帯
の
調
査
に
誤
認
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
万
全

を
期
し
た
い
も
の
で
す
◆
気

ま
ぐ
れ
な
天
候
に
戸
惑
い
な

が
ら
桜
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
春
ら
ん
ま
ん
。

横
田
基
地
対
策

特
別
委
員
会

横
田
基
地
対
策

　
　
　

特
別
委
員
会

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

特
別
委
員
会

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　
　
　

特
別
委
員
会
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３
月
15
日
、
第
18
回
委
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
福
生
市
地
域
防

災
計
画
の
修
正
素
案
に
つ
い

て
、
理
事
者
よ
り
説
明
が
あ

り
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
改
定
は
、
東
日
本
大
震

災
を
含
む
過
去
の
災
害
か
ら

得
ら
れ
た
防
災
対
策
へ
の
知

見
を
反
映
し
、
東
京
都
に
お

け
る
地
域
防
災
計
画
と
の
整

合
性
を
図
る
と
と
も
に
、
現

実
に
即
し
た
実
効
性
の
あ
る

計
画
と
す
る
た
め
行
わ
れ
る

も
の
で
す
。
こ
の
素
案
に
は
、

本
委
員
会
に
お
い
て
審
議
し
、

平
成
24
年
第
４
回
定
例
会
で

可
決
し
、
市
長
に
提
出
さ
れ

た
提
言
書
の
事
項
が
ど
う
反

映
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
避
難
所
運
営
マ
ニ

ュ
ア
ル
作
成
モ
デ
ル
（
素

案
）
に
つ
い
て
、
理
事
者
よ

り
説
明
が
あ
り
、
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
災
害

発
生
時
に
、
地
域
住
民
の
避

難
所
の
運
営
を
円
滑
に
行
え

る
よ
う
、
設
置
か
ら
撤
収
ま

で
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す

る
た
め
の
モ
デ
ル
で
す
。

　

次
に
、
災
害
時
に
お
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
に
関

す
る
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
、

理
事
者
よ
り
説
明
が
あ
り
、

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
福
生
市
と
福
生
市
社
会
福

祉
協
議
会
と
の
間
で
平
成
19

年
に
締
結
さ
れ
た
「
災
害
時

に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
関
す
る
協
定
書
」
に
つ

い
て
、
「
市
外
被
災
地
へ
の

支
援
」
の
項
目
を
新
設
し
、

福
生
市
社
会
福
祉
協
議
会
が

福
生
市
か
ら
の
依
頼
も
し
く

は
独
自
の
判
断
で
市
外
被
災

地
へ
の
支
援
を
行
え
る
よ
う

に
す
る
も
の
で
す
。

　

次
に
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
特
別
委
員
会
調
査
結

果
報
告
書
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
。
先
に
市
長
に
提
出

し
た
提
言
書
の
内
容
が
福
生

市
地
域
防
災
計
画
修
正
素
案

に
お
い
て
反
映
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
、
付
議
事
件

の
調
査
を
終
了
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
特
別
委

員
会
調
査
結
果
報
告
書
を
可

決
し
、
委
員
長
か
ら
議
長
に

送
付
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た
。

　

3
月
15
日
に
委
員
会
が
開

会
さ
れ
、
次
の
４
件
に
つ
い

て
理
事
者
の
説
明
後
、
協
議

を
行
い
ま
し
た
。

１　

平
成
25
年
度
防
衛
補
助

事
業
費
等
の
実
施
予
定
に
つ

い
て

　

防
衛
補
助
事
業
関
係
で
は
、

民
生
安
定
施
設
の
助
成
事
業

（
８
条
）
関
係
で
、
市
道
幹

線
Ⅱ
―
19
号
線
外
１
改
良
事

業
、
福
東
緑
地
整
備
事
業
、

玉
川
上
水
緑
地
日
光
橋
公
園

等
整
備
事
業
、
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
更
新
事
業
の
実
施
。

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調

整
交
付
金
事
業
（
９
条
）
関

係
で
、
武
蔵
野
台
児
童
館
冷

暖
房
空
調
設
備
事
業
、
消
防

団
車
庫
改
良
事
業
、
わ
か
た

け
会
館
改
良
事
業
を
実
施
し
、

残
額
は
特
定
防
衛
施
設
周
辺

整
備
調
整
交
付
金
事
業
基
金

に
積
立
て
る
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
再
編
交
付

金
事
業
は
、
福
祉
バ
ス
運
行

事
業
、
特
定
健
康
診
査
等
追

加
項
目
検
診
委
託
料
、
妊
婦

健
康
診
査
委
託
料
、
宿
泊
学

習
教
室
事
業
（
中
学
校
）
等

７
事
業
に
充
当
す
る
た
め
全

額
基
金
に
積
立
て
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

２　

平
成
25
年
度
基
地
関
係

国
予
算
に
つ
い
て

　

基
地
関
係
の
国
の
予
算
に

つ
い
て
は
、
防
衛
省
所
管
の

基
地
周
辺
対
策
経
費
は
前
年

度
よ
り
0
・
3
%
削
減
、
総

務
省
所
管
の
基
地
交
付
金
及

び
調
整
交
付
金
は
、
3
%
の

増
額
の
予
定
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

３　

航
空
機
騒
音
に
係
る
環

境
基
準
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

環
境
省
の
環
境
基
準
の
改

正
に
よ
り
、
４
月
1
日
か
ら

航
空
機
騒
音
の
評
価
指
標
を

今
ま
で
の
加
重
等
価
平
均
感

覚
騒
音
レ
ベ
ル
（
W
E
C
P

N
L
）
か
ら
時
間
帯
補
正
等

価
騒
音
レ
ベ
ル（
L
ｄ
ｅ
ｎ
）

と
な
る
こ
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

４　

横
田
基
地
に
関
す
る
情

報
等
に
つ
い
て

　

12
月
議
会
以
降
の
横
田
基

地
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。「
ヨ

コ
タ
テ
ィ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」

の
中
高
校
生
と
本
七
町
会
有

志
約
30
名
に
よ
る
道
路
清
掃

活
動
、
基
地
に
お
け
る
演
習
、

米
兵
の
新
た
な
勤
務
時
間
外

行
動
指
針
の
実
施
、
東
京
都

と
周
辺
市
町
連
絡
協
議
会
に

よ
る
防
衛
施
設
周
辺
対
策
制

度
の
見
直
し
要
請
、
日
米
合

同
委
員
会
合
意
事
項
な
ど
９

件
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

特
別
委
員
会
活
動
か
ら
…

特
別
委
員
会
活
動
か
ら
…

編
集

後
記

　平成25年１月21日と３月18日の２回にわたり第３次議会改革検討
協議会が開催され、「議会運営委員会の委員構成について」と「議員定
数の削減について」の２件が検討されました。
　まず、議会運営委員会の委員構成については、現在、会派制をとっ
ており、一人会派もメンバーに加えています。協議事項について意見
が、全会一致でまとまればいいのですが、まとまらない場合、採決で
決めることになります。現在メンバーには、一人会派を認めています
が、会派の比例配分による委員構成でないため、不公平が生じるので
はないかとの意見から、検討課題となったものです。
　意見としては、従来どおり一人会派を入れた方がよいとの意見や、
会派の比例配分から、一人会派は入れない方がよいとの意見、また、
委員の会派構成については２人以上として、一人会派については、採
決には加われないがオブザーバーとして、会議に出席してもらうこと
としたらどうかとの意見が出されました。
　続いて、議員定数の削減についても検討を行いました。
　その中で、平成18年に、議員定数22人から20人に削減したときに
は、福生市の人口６万人に対する議員一人当たりの人口を約３千人に
した経緯があるが、現在人口が減っており、議員を1人か２人程度削減
した方がよいとの意見がありました。
　また、別の意見として、市民の多様な意見をより市政に反映させる
ために、市民の代表である議員の定数については、現在の社会的な流
れを考慮しても、今より１人ないし２人ふやした方がよいとの意見が
ありました。
　検討課題２件については、両論併記して、議会運営委員会に報告す
ることになりました。

議 会 の 動 き
市内にゆりーとが続々出現！

みんなで国体を盛り上げよう！

　今年開催されるスポーツ祭東京2013（第
68回国民体育大会・第13回全国障害者ス
ポーツ大会）をＰＲするため、「市役所庁舎」
をはじめ、「福生野球場」、「福生駅」、「牛浜駅」
などに、国体ＰＲ装飾を行いました。
　また、「福祉バス」にもラッピング装飾を行い、
国体終了までの期間限定で「ゆりーと」が描
かれた福祉バスが市内を巡回します。ＰＲ装飾
には、色々なゆりーとが描かれています。

第68回国民体育大会ソフトボール競技会（成年女子）
【会期】平成25年9月29日（日）～10月1日（火）　【会場】福生野球場・市営競技場

福生市議会も応援しています！
スポーツ祭東京2013  第68回国民体育大会

福生市議会も応援しています！
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▲牛浜駅

次回定例会のお知らせ ◎傍聴にお出掛けください。
平成25年第2回定例会は、6月4日(火)から6月21日（金）までを予定しています。
◆本会議（予定）午前10時開会
6月4日（火）～6月7日（金）及び6月21日（金）
◆常任委員会（予定）午前10時開会
6月11日（火）～13日（木）
◎議場には、補聴器をお使いの方のために、補聴器に直接音声を送る磁気ループを導入しています。

▲調査結果報告書を市長に提出

▲防衛補助事業で購入した消防ポンプ車
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